
 

 

 

 

 

 

朝日新聞は、環境問題を医療、教育と並ぶ最重要の報道テーマの三本柱の一つとして位置

づけてきました。正念場を迎えている地球温暖化の問題やプラスチックごみによる海洋汚染、再

生可能エネルギーを含むエネルギー問題などについて、国内外のネットワークを生かした報道

を続けています。それに加え、東京電力福島第一原発事故がもたらした自然環境への放射能汚

染などの報道も充実させています。 

 
◇組織 

編集局では、関係出稿部のデスクや編集委員が直近の出稿計画を情報交換したり、企画の

アイデアを出し合ったりしています。科学医療部を中心に政治、経済、社会などの各部が連携す

るほか、映像報道部や国際報道部の特派員、オピニオン編集部のメンバーも記事づくりに参加

しています。環境・エネルギーの社説を担当する論説委員とも定期的に意見交換しています。

東日本大震災からの復興や原発をめぐる問題を主なテーマとする復興・原発デスク会も毎週開

催しています。 

 
◇報道 

２０１９年度は、東日本のあちこちに大きな爪あとを残した台風１９号で記憶される年になりまし

た。長野市では千曲川の堤防が切れ、多くの家が水につかり、宮城県丸森町では、あちこちの

川があふれたうえに土砂が崩れる被害も生じました。前年の１８年の西日本豪雨では西日本に

数十年に一度の大きな被害が出ました。 

 
こうした極端な気象の背景には

地球温暖化があります。朝日新

聞はこれまでもこの問題を丁寧に

報じてきましたが、温暖化対策の

国際枠組み「パリ協定」が本格的

に動き出す直前の重要なタイミン

グである１９年度に、「気候危機」

という新しいキャンペーンを始め、

改めて警鐘を鳴らしました。 

 
この企画は、コロンビア・ジャー

ナリズム・レビューなどが創設した

国際的な気候変動報道キャンペ

ーン「Covering Climate Now」

に歩調を合わせたものです。９月
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の国連気候行動サミットに合わせ、アマゾンの違法伐採やスペインの干ばつのルポなどを掲載

しました。このキャンペーンは２０年以降も続きます。 

 
また１９年は、スウェーデンのグレタ・トゥン

ベリさんの呼びかけから始まった、政府の無

策に抗議する行動が世界に広がり、数百万

人が参加する大きなうねりになりました。「史

上最大規模のデモの一つ」と言われるこうし

た新しい動きも、世界各地から報じました。 

 
１９年は、プラスチックごみの問題が大きく

注目された１年でもありました。私たちの身の

まわりは、たくさんのプラスチック製品であふ

れていますが、それらはごみとなって海に流

れ込んでいき、海の生き物や人間などに影響

すると心配されています。地球環境に悪い影

響を与えないよう、プラスチック製のストロー

や食器、お店などでもらうレジ袋などを減らし

たり、使うのをやめたりする取り組みが、世界

で始まっています。 

 
プラスチックごみの問題は、１８年にカナダ

で開かれた主要７カ国（Ｇ７）首脳会議に続き、

１９年に大阪市で開催された主要２０カ国・地

域（Ｇ２０）首脳会議でも議論されました。私た

ちは、こうした動きを報じるのに加え、フォー

ラム面でも、日々の生活のなかでプラスチッ

クごみの問題にどのように取り組めばいいのか、読者と一緒に考えました。 

 
福島第一原発事故の直後に出された避難指示はほぼ

解除されたものの、多くの人々が依然として故郷を離れた

まま暮らしています。故郷に帰りたいという気持ちと、放射

線への不安の間で揺れる人々の思いをきめ細かく報じて

きました。 

 
また、冷戦終結から３０年を機に、核の超大国・旧ソ連

の中央アジア・キルギスにある旧秘密都市を１９年１０月に

取材。今も残る放射性物質や核関連施設など負の遺産、

放射性物質のリスクとともに暮らす人々の暮らしを独自に

報じました。 



 

米ＮＧＯが「世界で最も汚染されている場所トップ１０」と言及したこともある一帯には、ウラン鉱

石の破片やウランを取り出した後の残りかすを埋めたぼた山があり、放射線量が高い所が点在

していました――生々しいルポは大きな反響を呼びました。 

 
このほか、紙面ではより広い環境ニュースを掲載する「環境面」（木曜日夕刊）を設け、身近な

環境ニュースを読者に届けています。発信面ではＳＮＳ利用も意識し、朝日新聞環境取材チー

ムのツイッター（@asahi_kankyo）で記事の紹介を中心に環境の話題を発信しています。 
また本社ウェブメディア「論座」（https://webronza.asahi.com/）には人気ジャンル「科学・環

境」があり、本社記者も含む各界の論者による環境、エネルギーに関する投稿が数多く掲載され

ています。コメント欄も新設され、活発な議論が行われています。 

 
◇イベント 

国内外で活躍するリーダーを招き、地球規模の課題解決の道筋を探る「朝日地球会議」も１９

年に４年目を迎えました。気候変動などを切り口に、０８年から開催してきた「朝日地球環境フォ

ーラム」を発展させたものです。 
１９年のテーマは「ひらかれた社会へ 多様性がはぐくむ持続可能な未来」。ドイツ・ポツダム

気候影響研究所理事のヨハン・ロックストロームさんを招き、人間の活動がもたらす負荷を地球環

境がどこまで許容できるのかをオンラインで議論しました。 
また、環境教育プロジェクト「地球教室」では、世界各地で起きている環境問題の現場をルポ

する企画「地球異変」で取材に出かけた記者や環境報道に関わっている記者らが全国の小学校

に出かけ、出張授業を行うなどしました。 


